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ICTの進歩に伴い大規模なデータが利
用可能になりつつありますが、デー
タ間の疎なつながりを表現できるグ
ラフ構造の研究が盛んに行われてい
ます。本研究では代表的なグラフ構
造であるL1-グラフを大規模な多次元
データから高速に計算するためのア
ルゴリズムの開発に取り組みました。

グラフにおいてノードがエッジを持
つ条件を解析することにより、高速
なアルゴリズムを確立しました。従
来のアルゴリズムよりも大規模な
データを短時間で処理することが可
能となったため、データに潜んだ関
係性を素早く見つけ出すことができ
るようになりました。

本技術は従来技術では考えられな
かった規模のデータが分析可能であ
り、ビッグデータに基づいた推薦・
予測・理解などに活用できます。
IoTにより将来的に世界の至る所か
らデータが得られるようになります
が、それらを瞬時に解析・利用でき
る社会を実現することができます。
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An efficient algorithm for L1-graph construction

背景：L1-グラフ 課題：高い計算コスト

目的関数を最小化する回帰分析
からエッジの重みを計算

L1制約によりすべての
ノードとはつながらない

L1制約によりグラフ構造を計算し

データ間の疎な関係を適切に表現

回帰分析の係数をすべてのノードに

対して計算しなければならない
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重みݓ௣ሾݑሿを計算するためにはパラメータ
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手法：ノードの枝刈り

各データセットに対する計算時間[s]

枝刈りしない手法より
最大1300倍高速

提案手法は大規模
データへ対応可能

特異値分解からパラメータݖ௣ ݑ ௣ݓ の下限

値ݖ௣ ݑ ௣ݓ と上限値ݖ௣ ݑ ௣ݓ を高速に計算

下限値と上限値から ௣ݖ ݑ ௣ݓ ൑ ߣ
となることがわかるため枝刈り

～十万
ノード

min
௪೛

ଵ
ଶெ ௣ݔ െ ௣ܺݓ ଶ

ଶ
൅ ߣ ௣ݓ ଵ

௣:エッジの重みݓ
データの次元数:	ܯ
௣:データポイントݔ
ܺ	:データ行列
正則化パラメータ:ߣ
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グラフを用いてデータの関係を素早く発見

～L1-グラフ構成法のための高速化アルゴリズム～
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